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東名阪と福岡に展開し、事業用・投資用不動産のコンサルティング仲介で急成長している
（株）日本不動産パートナーズ。「素人が損をする不動産取り引きのあり方を変えたい」と
大手信託銀行から独立した青木晋市社長に、タレントの水野裕子さんがインタビューした。

“顧客本位”実現のために独立

水野　青木社長は独立して起業されるま

での間、どのようなキャリアを歩んでこ

られたのですか？

青木　私は大学卒業後、1991 年に住友

信託銀行（現三井住友信託銀行）に入社

し、不動産仲介、企業融資、人事部、不

動産企画部など、さまざまな部門で経

験を積ませていただきました。その後

2017 年に名古屋の不動産営業部長を任

されることになったんです。2年間、部

長としての役割を果たし圧倒的な実績を

残した後、不動産のコンサルティング仲

介を手がける当社を設立しました。それ

が 2020 年 1 月、50 歳の時ですね。住友

信託銀行では最年少で営業部長を任され

役員候補でもあったのですが、独立した

いという思いが非常に強かったんです。

水野　役員になる道が見えていたにもか

かわらず独立を決意されたのですね！非

常に驚きました。青木社長を独立へと向

かわせたモチベーションは一体何だった

のでしょうか？

青木　ディベロッパーとして京都で事業

を経営していた父の影響もあり、学生時

代からずっと「将来は独立したい」と考

えていたんです。また、不動産売却は初

心者・素人の方が損をする仕組みになっ

ています。中には、本来の価格よりも何

億円も安い値段で不動産を買い叩かれて

しまう売主様もいらっしゃるんです。そ

こで、私が住友信託銀行で培った不動産

のコンサルティング業務・仲介業務の豊

富なノウハウを生かして、初心者・素人

の方が不利になってしまうシステムを抜

本的に変えたいと思って当社を立ち上げ

ました。とにかく「不動産取り引きで売

主様に損をさせたくない」「お客様本位

を徹底したい」という一心だったんです。

売主に寄り添う仕組みの徹底

水野　御社は名古屋に加え、東京・大阪・

福岡にオフィスを構えていらっしゃるそ

うですね。改めて、御社の事業内容や特

長についておうかがいできますか？

青木　当社の主な事業は、事業用・投資

用不動産のコンサルティング業務や仲介

業務です。3億円から数百億円のものま

で、幅広い不動産を取り扱っており、住

宅以外の不動産にはすべてご対応してい

ます。そんな当社の特長は買主様との豊

富なコネクション、スピーディな対応、

取り引きの透明性の 3点です。

水野　ぜひ、詳しく教えてください！

青木　私どもは多数の投資家・不動産購

入者様と直接つながっています。ですか

ら仲介業者を間に挟まず、幅広い選択肢

を売主様にご提案できるんです。当社に

お任せいただければ、売却価格にご納得

いただけるご契約相手を必ず見つけられ

ます。また、仲介業者を間に入れないこ

とで、スピーディな対応を実現している

んです。第三者に売主様の情報が漏れる

こともありません。

水野　それは安心ですね！それに、「必

ず売主さんが納得できる結果に導く」と

いう青木社長の思いが感じられて、非常

に頼もしいです。取り引きの透明性、と

いう点についてはいかがでしょうか？

青木　当社では、不動産取り引きの仕組

みや相場、なぜこの価格なのかなど、不

動産鑑定士の資格を持った私がすべてご

説明いたします。私には「当社にご相談

いただけたらお客様に損はさせない」と

いう自信があるんです。売主様の仲介手

数料は原則無料、また、24 時間 365 日

お電話でご相談を受け付けているので、

お気軽にご連絡いただければと思いま

す。ご相談だけでも大歓迎ですよ。

水野　青木社長が「顧客本位」を徹底さ

れていることがよくわかります。スタッ

フさんにもその思いは共有されているこ

とと思いますが、人材の採用や育成で重

視されていることは何ですか？

青木　お客様に寄り添って真摯に対応で

きる方を採用させていただいています。

また組織づくりのうえでは、部下や後輩

の成長をそばで温かく支援していける方

にリーダーシップをとってもらうように

しているんです。上から厳しく指示をす

るのは簡単ですよね。そうではなくて、

部下や後輩の支援者的な立場で、人材の

成長を促すことが大事だと考えていま

す。また、不動産業には珍しく、当社に

は業務上のノルマがないんですよ。

社員たちと共に上場を目指す

水野　社員の方々がのびのびと働ける良

い環境だと思います。青木社長が仕事を

するうえで大事にしていることについて

も、ぜひお教えいただきたいです。

青木　私は「為せば成る、為さねば成ら

ぬ何事も」という言葉を大事にしていま

す。人が行動を起こさないのは、その目

標を達成できないと思い込んでいるから

です。何事にも挑戦するチャレンジ精神

を大事にしています。

水野　お話から、青木社長が常に前向き

に物事を捉えていらっしゃるのが伝わっ

てきます。できないことやマイナスの部

分に目を向けて行動を起こさないのでは

なく、課題を解決するために「何ができ

るか」を常に考えて、楽しみながら課題

に立ち向かっていらっしゃる姿が本当に

素晴らしいです。では最後に改めて、今

後の展望についてもお聞かせください。

青木　立ち上げから約 4 年が経った現

在、当社の当面の目標は上場を果たすこ

とです。今後も一緒に働く社員の皆さん

とゴールを共有しながら成長し、より多

くの売主様のお力になれたら非常に嬉し

く思います。
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初心者に損をさせない不動産コンサル仲介
買主との直接取り引きで迅速対応を実現
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本位の不動産取り引きを実現するべく 2020 年
に（株）日本不動産パートナーズを設立した。
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初心者の方にとって不動産取り引きはわから

ないことが多く、不安なものです。顧客本位

を徹底し、「売主様に決して損をさせない」と

断言してくださる社長になら、どんな方でも

安心して不動産をお任せすることができるで

しょう。これからも「為せば成る、為さねば

成らぬ何事も」の精神で、社員の方々と共に

上場まで突っ走っていってくださいね！
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株式会社 日本不動産パートナーズ

青木氏は住友信託銀行（現三井住友信託銀行）に約 30年勤務。最年少で不動産営業部長に就任したことを契

機に独立し、（株）日本不動産パートナーズを設立した。事業用・投資用不動産のコンサルティング業務や仲

介業務を手がける同社のテーマは“顧客本位”。仲介業者を挟まず買主と直接取り引きをする、売主の手数料

を原則無料とするなど、売主に寄り添った仕組みづくりを徹底している。「当社にご相談いただいた売主様に

は絶対に損をさせない」と断言する同氏は今後、“上場”という目標に向けて力強く歩みを進めていく。
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